協働事業自己チェックシート

■　事業名：「さかなの目」探検隊が行くｉｎ坂内川

· コオーディネーター氏名。団体：藤木幹也　ＮＰＯ「菰野をよくする会」

· 記入年月日：Ｈ16．3.１５
1． 協働のプロセス

1 協働に対する呼びかけ側（行政）担当者の、ご努力、熱意がひしひしと伝わるものがあった。一方受け入れ側の体制と、そのとまどいを感じた。
2 背景となるテーマ；美しい「みえのうみ」維持、創造の目的とそのための手段（協働施策）のあり方を、どう考えるかが問題であり、その点活動の具体性、活発化に問題を抱えたままのプロセスであるとの印象を受けた。
3 その点、目標値（Ａ．Ｂ．Ｃ）の設定の考え方を、事前により具体的に検討する必要があるのではないだろうか。（最終目標がアサリ、ひいては漁獲量の問題であるとしても、具体的活動とのつなぎをどう考えるか。）
2． 診断ハンドブック、流域カレンダーの作成は運動展開、ＰＲの一手段として努力の成果である。

3． 担当者および一部の関係者の努力はよく理解できるが、本テーマは目的と手段のあり方、そのための運営、組織、企画体制の再構築が大きな課題ではなかろうか。
